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に効果的なプログラムの提供により、今や深刻な社会問題になっている肥満者の数を減少させることで、
生活習慣病患者、要介護者、高度肥満者の減少と健康長寿者の増加など、全般的に人々のQOL を向上さ
せることが期待できる。すなわち、吉武信二氏の論文は、健康ダイエットを身体的側面のみならず、個々
人の全人的な生き方にどういう影響を及ぼすのかといった人間福祉的観点から記述されているところに特
徴がある。また、実施者自身が長期的かつ自主的に自己評価ができるプログラムを提供することによっ
て、自立した健康生活を定着させることが期待できる。さらに極端な食事制限など、心身に対して大きな
ストレスとなるような要素の排除を慎重に検討したプログラムを提供することによって、人々の発育発達
不全、拒食症や過食症といった摂食障害、栄養不良による骨粗鬆症の他、ストレスに起因する鬱病などの
発症を抑制する効果も期待でき、若年層における心身の健全な成長にも貢献できることが考えられる。
第二に、教育的効果があげられる。本論文で開発した「自己採点式ダイエット」は、肥満の予防・改善
を日常から意識することによって、健康に関する知識が定着し、人々の健康に対する意識と自己管理能力
の向上が期待できる。特に本論文は、女性における心身に危険なダイエットの防止と効果的なダイエット
の支援法を示すことで、マスメディアなどを通じて提供される誤った方法ではなく、正しい知識と実証さ
れた内容により、個別性のある各人の生活の中で無理なく主体的に実行できるように工夫されていること
から、ダイエットによる健康被害を防止するための教育的な研究であり、その意義や有用性は評価できる。
すなわち、「自己採点式ダイエット」は、その目指すところが、社会環境に影響されつつ生活を営む人間を、
身体心理社会的に包括的に捉えているところに特長があり、女性が健康を維持しながら効果的に実施でき
るダイエットプログラムとして有益な研究知見といえる。
第三に、経済的効果があげられる。すなわち国民医療費は毎年増加していることから、生活習慣病によ
る疾病発症率を低下させることができれば、医療費や健康指導費の節減が期待できる。例えば、本研究で
示したプログラムによるセミナーを積極的に開催することによって、健康の向上が期待でき、本論文で考
証した「自己採点式ダイエット」は、医療費負担の軽減という効果を得る可能性を有する。
以上の審査結果により、本審査委員会は、吉武信二氏の博士学位申請論文は女性のための科学的根拠に
基づく健康ダイエットの支援法の開発を目的とするものであり、研究の独創性、新規性およびその意義は
十分に評価できる優れた論文であると評価し、吉武信二氏が博士（人間福祉）の学位の授与に値するもの
と判断する。
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